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はじめに
大学進学において, 心理学は最も人気のある専攻
の一つであり, 1990 年代初頭には約 200 もの学部・
学科で心理学を専攻することができるようになった
(佐藤, 2002；詫摩・山本, 1996；Tanaka-Matsumi











平成 17 年 1 月 28 日に行われた中央教育審議会に
おける ｢我が国の高等教育の将来像 (答申)｣ (文部














People's images of psychology students: Part I, online survey of parents of high school students
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We investigated the relationship between parents' interest in psychology and their recommendations to
their children regarding psychology study. Around 700 Japanese parents of high school students partici-
pated in an online questionnaire regarding their thoughts on psychology and what beginners can learn
from the field. We found parents who had a deep interest in psychology were inclined to recommend that
their children study psychology in college. Multiple linear regression analysis showed the potential skills
acquired through psychology study may be a factor influencing parents' interest levels in the subject. Our
findings suggest the number of students enrolled in a school of psychology increased when such students
have extracurricular opportunities to learn about psychology.
Key words: image of psychology, parents of high school students, online survey





から 2016 年までの 24 年間に進学率は約 20％増加
した (文部科学省, 2016)｡ そのため, 正規の 4 年
制大学が立て続けに閉鎖するという事案は発生しな
かった｡ 現在, 18 歳人口の推移はほぼ横ばいの状
況であるが, 2018 年以降は再び減少に転ずると推
計されている (内閣府, 2014)｡ 1992 年とは異なり,
大学進学率も伸びないと予想されていることから,
2018 年以降の大学進学者数は 18 歳人口とともに減
少し, 大学の経営難が顕在化して社会問題化すると
言われている (伊藤, 2016)｡ これは, 大学のいわ
































ティング) に委託し, 2016 年 12 月に実施された｡
全国に居住する同社のモニタのうち, 高等学校に通
う 1, 2 年生の子どもを持つ親 700 名を調査対象と
した｡ このうち, ｢大学・大学院で心理学を専門的
に学んだ｣ と回答した 31 名を除外した 669 名 (男
性 334 名, 女性 335 名, 平均年齢 47.5 歳, 35～64
歳) のデータを分析の対象とした｡ ｢学校で心理学
に関する授業を受けたことがある｣ と回答した者は










思われるイメージ 18 項目について, 5 件法 (1：そ
う思わない, 2：ややそう思わない, 3：どちらとも
言えない, 4：ややそう思う, 5：そう思う) で評定
を求めた｡ また, ｢心理学に興味がある｣, ｢心理学
部 (学科) を自分の息子に進学先として勧めたい
(男のお子さんがいない場合には想像でお答えくだ
さい)｣, ｢心理学部 (学科) を自分の娘に進学先と
して勧めたい (女のお子さんがいない場合には想像
でお答えください)｣ という 3 項目についても同様
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いて, 岩崎他 (2012) では大学生を, また大橋他
(2012) では 10 代を含む複数世代から構成される一
般市民を対象に因子構造が検討されており, 高校生




ることができる｣ 及び ｢プロファイリング (犯罪捜
査) を行うことができる｣ は因子負荷量が .40 未満
であったため, これら 2 項目を除外した 16 項目に
ついて最尤法プロマックス回転を用いて因子分析を
行った｡ 固有値の変化は, 第 1 因子から順に 3.43,






アができる｣ という 4 項目が負荷し, カウンセリン
グと命名した｡ 第 2因子は ｢人をうまく説得できる｣,
｢いやな相手とも上手く付き合えるようになる｣,
｢人にだまされにくくなる｣, ｢コミュニケーション
技術が上がる｣ という 4 項目が負荷し, 人づきあい




きる｣ という 4 項目が負荷し, 専門的な人間理解と
命名した｡ 第 4 因子は ｢人の考えていることが読め
るようになる｣, ｢相手の性格がわかる｣, ｢次に相手
がどう行動するかがわかるようになる｣, ｢心の問題
を見抜くことができるようになる｣ という 4 項目が
負荷し, 心理的洞察と命名した｡ 信頼性の指標とし
て, 4 因子の信頼性係数 (α係数) を算出したとこ
ろ, カウンセリング (α＝.92), 人づきあい (α＝
.88), 人間理解 (α＝.87), 心理的洞察 (α＝.90)
であった｡ 項目平均により尺度得点を算出した｡
相関分析
尺度得点と相関係数の値を Table 2, 3 にそれぞ
れ示す｡ Table 3 に示した相関係数の値から, 親の
心理学に対する興味と子どもに心理学部 (学科) へ
の進学を勧めたいと思う気持ちに有意な正の相関が
みられた (rs＝.41-.45, ps＜.001)｡ 息子に進学を推
奨することと娘に進学を推奨することにも有意な正
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Table 1 心理学を学ぶとできるようになると思うことに関する質問項目に対する因子分析の最終結果 (最尤法プロマックス回転)
第 1 因子 第 2 因子 第 3 因子 第 4 因子
共通性
カウンセリング 人づきあい 専門的な人間理解 心理的洞察
カウンセリングができるようになる .82 .07 -.10 .11 .79
人の心を理解し, アドバイスをすることができる .77 .08 .10 -.07 .83
人の悩みを解決することができる .74 -.17 -.01 .20 .70
人の心のケアができる .47 .22 .38 -.18 .70
人をうまく説得できる -.10 .94 .06 -.04 .78
いやな相手とも上手く付き合えるようになる -.03 .83 .13 -.01 .73
人にだまされにくくなる .26 .67 -.20 .15 .59
コミュニケーション技術が上がる .09 .55 .13 .14 .69
教育場面で役に立つ .20 -.09 .81 -.04 .74
心理学は科学の一つであり, 実験データなどを取り地道な作業ができる -.07 .02 .72 .03 .51
他の人たちの持つ精神的問題を理解しやすくなる -.08 .18 .65 .12 .71
人間を深く知ることができる -.10 .08 .49 .37 .63
人の考えていることが読めるようになる .04 .04 -.08 .85 .71
次に相手がどう行動するかがわかるようになる .13 -.09 .13 .72 .71
相手の性格がわかる .06 .09 .08 .70 .76
心の問題を見抜くことができるようになる .07 .16 .21 .45 .67
寄与率 .60 .04 .04 .03






析を行った｡ 結果を Table 4 に示す｡ 決定係数は
R2＝.17 (F (3, 665)＝34.63, p＜.001) であり, 人
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Table 2 尺度得点の記述統計量
変数名 平均値 標準偏差 歪度 尖度
心理学への興味 3.15 .97 -.22 .11
息子に進学推奨 2.78 .83 -.46 .75
娘に進学推奨 2.85 .83 -.55 .91
カウンセリング 3.35 .77 -.43 .71
人づきあい 3.19 .71 -36 1.23
専門的な人間理解 3.41 .71 -.54 .98
心理学的洞察 3.29 .77 -.41 .68
Table 3 各尺度得点の相関行列
1 2 3 4 5 6 7
1. 心理学への興味 －
2. 息子に進学推奨 .41 *** －
3. 娘に進学推奨 .45 *** .82 *** －
4. カウンセリング .29 *** .16 *** .20 *** －
5. 人づきあい .34 *** .25 *** .29 *** .74 *** －
6. 専門的な人間理解 .39 *** .20 *** .23 *** .77 *** .70 *** －







調整済み R2 .17 ***












hofen, Ullrich, & Musch, 2013)｡ 研究課題として
は, 心理学部・学科卒業者の就職率などの影響があ
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